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医学英語論文 手トリ足トリ
いまさら聞けない論文の書きかた
書評者：齋藤 琢(東京大学大学院准教授・整形外科学)

このたび僭越ながら，『医学英
語論文 手トリ足トリ いまさら
聞けない論文の書きかた』(堀内
圭輔先生 著)の書評を書く機会
をいただいた．著者は慶大のご出
身であり，慶大整形外科で活躍さ
れたのち，現在は防衛医大と慶大
の両方で後進の指導にあたってお
られる．著者は留学先で ADAM
17 など細胞外ドメインの切断プ
ロテアーゼを研究し，帰国後も素
晴らしい分子生物学研究をされて
いた．私はポスドクの頃に骨格形
成や関節疾患において Notch シ
グナルを扱っていたが，Notch と
ADAM の関係が深いことから，
著者から遺伝子改変マウスをご供
与いただき，さまざまなご指導を
いただきながら共同研究を進める
幸運に恵まれた．整形外科で分子
生物学をたしなむ人は非常に限ら
れている．著者は私より 4学年先
輩であり，整形外科医でありなが
ら分子生物学に精通し，精力的に
研究を続けておられる姿は，所属
する医局こそ違えど常に励みであ
った．
英語論文の執筆に関する本は数

あま

多
た

出版されているが，本書は単な
るハウツー本ではない．もちろん
論文の構成に関して第 III 章で十
分に説明されており，ここを読む
だけでも論文とは何かが明確に理
解でき，初めての人でも論文を書
こうという気になるだろう．第 II
章の様式に関する知識も秀逸であ
る．たかが様式と思う若手もいる

かもしれないが，私も査読をして
いて，優れた研究内容がいい加減
な様式で叙述された例をみたこと
はない．第 IV 章では Figure の
作成，画像データや Replication
の考え方が記載されているが，誰
もが抱く疑問を取り入れつつ，非
常にわかりやすく記載されてい
る．
一方で本書は論文の技術論にと

どまらず，周辺の話題が多く盛り
込まれている．第 I 章「論文を書
く前に」では，冒頭に論文を書く
意義が書かれており，リサーチ・
クエスチョンとは何かも述べられ
ている．医師として何を大切に
し，何を追及していくのかを読み
手に考えさせる一方で，「英語論
文を書けば，きっと日々の臨床と
はひと味違った充足感が得られる
はずです」と，若手が気軽に第一
歩を踏み出せるような調べで統一
されている．第 V 章は症例報告
の勧めであり，ここにも著者の若
手への愛が感じられる．
第 VI，VII 章では Author-

ship，インパクトファクターや雑
誌選びの問題点，査読の概念と現
代の Peer Review にまつわる諸
問題まで紹介されている．論文を
書くということは科学のコミュニ
ティに参画するということであ
り，知っておくべき話題であろ
う．著者は最後の章で，英語力を
養う意義と方法を簡単に紹介して
いる．著者は 3～7 歳の 4 年間を
サンフランシスコで過ごし，キャ

リアの中でも 2002 年から 3 年半
アメリカに留学している．著者
は，日常会話にも困難を残す私と
は次元の異なる高い英語力をお持
ちであるが，今なお楽しみながら
英語を鍛錬し続ける姿勢には頭が
下がる．
「手トリ足トリ」とあるように，
本書は論文執筆の初心者に向けて
書かれているが，ある程度の数の
論文を書いてきた私にとっても，
正直とても読み応えある内容であ
り，引き込まれ，一気に読み終え
てしまった．本書にもあるように
論文執筆を「手トリ足トリ」教え
てくれる人はいなかったため，私
もこれまで実践の中で何とか論文
を書いてきた．科学の手法に従っ
て科学的に実験や研究を行ってき
たが，基本的に雑な性格のため，
論文執筆の手法まで系統立てて科
学的に深めたことはなかった．著
者は論文執筆に必要な要素を科学
的に分析し，細部まで明確に解説
しており，科学的精神にあふれる
著者ならではの著書といえよう．
「いまさら聞けない論文の書き
かた」とあるように，論文執筆に
慣れた先生方にも一読の価値があ
り，後進の指導にも役立つと確信
している．
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